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サービスの内容
通所を中心に、利用者の選択に応じて訪問系のサービスや泊まり
のサービスを組み合わせて多機能なサービスを提供する小規模な
拠点です。

サービスの種類
小規模多機能型
居宅介護
介護予防小規模多機能型居宅介護

24時間安心して在宅生活が送れるよう、巡回や通報システムに
よる夜間専用の訪問介護です。夜間対応型訪問介護

認知症の人を対象に専門的なケアを提供する通所介護です。認知症対応型通所介護
介護予防認知症対応型通所介護

定員が29人以下の小規模な介護老人福祉施設に入所する人のため
の介護サービスです。

定員が29人以下の小規模な介護専用型特定施設に入居した人の
ための介護サービスです。

地域密着型
介護老人福祉施設
入所者生活介護
地域密着型特定施設
入居者生活介護

※原則として他の市区町村のサービスは利用できません。

地域密着型サービス
　高齢者が住みなれた地域での生活を継続するためには、身近な地域ごとにサービスの拠
点をつくり、支援していく必要があります。そこで、要介護1～5、要支援1・2の人のた
めに地域の実情に合わせて美濃加茂市が整備する「地域密着型サービス」が導入され、以
下のようなサービスが行われます。

　その他にも地域密着型サービスの種類には下記のものがありますが、美濃加茂市では現在は
行っていません。今後、利用需要を把握し、必要と考えられるサービスの整備をしていきます。
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サービスの内容サービスの種類
認知症高齢者が、共同生活する
住宅でスタッフの介護を受けな
がら、食事・入浴などの介護や
支援、機能訓練などを受けられ
ます。

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
介護予防認知症対応型共同生活介護
※要支援2の人のみ

※サービスの種類の項で下段に細字で示されているものは、要支援1・2の
　人が利用できるサービスの名称です。

要支援2～要介護5
▼

7,716円～8,710円

要介護1～要介護5
▼

126,585円～319,419円

要介護1～要介護5
▼

7,635円～13,303円

■サービス費用のめやす（1日につき）

看護小規模多機能型居宅介護

地域密着型通所介護

■サービス費用のめやす（1か月につき）

■サービス費用のめやす（7時間以上8時間未満）

日中・夜間を通じて、定期的な巡回と随時の通報により居宅を訪
問してもらい、入浴、排せつ、食事などの介護や、日常生活の緊
急時の対応が受けられます。

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護

小規模多機能型居宅介護と訪問看
護を組み合わせることで、通所・
訪問・短期間の宿泊で介護や医
療・看護のケアが受けられます。

定員が18人以下の小規模な通所
介護です。

（ユニット数1の場合）

判定結果

介護予防・日常生活支援総合事業
　要支援1・2と認定された人や、生活機能が低下していて、介護が必要となるおそれがある
高齢者に対して介護予防・生活支援サービス事業を行います。また、すべての高齢者を対象
に一般介護予防事業を提供します。

■介護予防・日常生活支援総合事業利用の流れ

一般介護
予防事業
（Ｐ25参照）

介護予防・生活支援サービス事業（P25参照）

介護予防・日常生活支援総合事業のサービス

保険給付　P17～23参照

予防給付に
よるサービス

介護給付に
よるサービス

ケアプランの作成（P11～12参照）

認定結果

基本チェックリストの実施
（事業対象者の判定）

総合事業を希望

生活機能低下が
見られた人

（事業対象者）非該当

審査

認定調査・主治医意見書

申請

要介護・要支援認定を希望

65歳以上の人

高齢福祉課窓口や長寿支援センター（P13参照）に相談します。

要支援１・２非該当 要介護１～５

※1　事業対象者は、原則「要支援1」に準じたサービスが利用できます。
※2　事業対象者がサービスをご利用になる場合の支給限度額は、原則5万

320円です。
※3　サービスのご利用には、サービス費用の1割、2割、または3割の自己負

担がかかります。
●要介護1～5の認定を受けて介護サービスを利用する以前から、総合事業の補助を受けて実施されて
いる住民主体のサービスを利用していた人は、要介護認定後も引き続き利用できる場合があります。
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訪問型サービス

通所型サービス

介護予防把握事業

介護予防普及啓発事業

地域介護予防活動支援事業

地域リハビリテーション活動支援事業

■利用できるサービス
介護予防・生活支援サービス事業

●以前の介護予防訪問介護相当サービス（従前相当サービス）
•ホームヘルパーが居宅を訪問し、身体介護や生活援助を行います。
•サービス内容等はP18を参照してください。
●緩和した基準による訪問型サービス（訪問型サービスA）
•サービス提供者が居宅を訪問し、生活援助を行います。
•利用者の負担は、以下のとおりです。

●以前の介護予防通所介護相当サービス（従前相当サービス）
•通所介護施設で、日常生活上の支援や、生活行為向上のための支援を行います。
•サービス内容等はP17を参照してください。
●緩和した基準による通所型サービス（通所型サービスA）
•通所施設で、運動やレクリエーション活動など、閉じこもり予防や自立支援に資する
支援を行います。
•利用者の負担は、1回につき398円※です。

※利用者の負担は、所得に応じて1回につき795円または1,193円となります。

一般介護予防事業

　運動機能・口腔機能・栄養改善など何らかの支援が必要な人を把握し、介護予防活動への
参加につなげます。

　各長寿支援センターが、介護予防活動の普及や啓発のため、各種教室の開催や出前講座を
行います。

　地域住民主体で行う介護予防活動に対して支援などを行います。

　介護予防の取り組みを機能強化するため、地域で行う介護予防活動にリハビリテーション
専門職が関わり、地域の介護予防の取り組みを支援します。

　65歳以上のすべての人が利用できるサービスです。

介護者慰労金の支給
　在宅の寝たきりや認知症高齢者の主たる介護者に慰労金を支給し、介護者の労をねぎらい
ます。

36,000円（6か月分）支 給 額

高齢福祉課　介護保険係申 込 み

介護保険被保険者で介護度が要介護3～5の人を、在宅で継続して6か月の間介護された
介護者。ただし、6か月以内に入院及び短期入所が42日以内であること対 象 者

　紙おむつ等の介護用品の購入に使用できる給付券を交付し、要介護高齢者等の在宅介護に
係る負担を軽減します。

支 給 額

要介護1以上で、寝たきり状態または重度の認知症状があると認められる人
（生活保護受給者は除きます）

最大30,000円まで給付券を交付（所得や申請月により支給額が変わります）

対 象 者

高齢福祉課　高齢福祉係申 込 み

介護用品支給事業

　徘徊高齢者等の情報を登録できるシールの交付を行います。徘徊事案が起きた場合に、発
見者が上記シールのQRコードを読み取ることで、居場所を家族等に伝え早期の発見、保護
及び引渡しを図ります。

支 給 額

徘徊により行方不明となるおそれのある高齢者等で在宅で生活している人

あらかじめ登録した徘徊高齢者等の情報を照会できる耐洗コードラベル20枚及び蓄光
シール10枚を交付

対 象 者

高齢福祉課　高齢福祉係申 込 み

見守りシール交付事業

特定非営利活動法人花時計　☎49-9660

高齢者配食サービス
　食事の支度が困難なひとり暮らしの高齢者などに、定期的に食事を届け安否確認を行います。

在宅の65歳以上の人で、ひとり暮らし又は高齢者のみの世帯の人、身体障がい者の人で
食事の支度が困難な人

申込みのあった対象者へ夕食の配食（配食日は相談に応じます）

特定非営利活動法人花時計　1食550円（容器代込）

対 象 者

内　　容

利 用 料

申 込 み

任意事業

利用者自己負担割合
所要時間20分以上45分未満の場合
所要時間45分以上の場合

1割
183
240

2割
366
480

3割
549
720

（円／回）


